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輝
か
し
い
皇
紀
二
千
六
百
六
十
三
年

の
新
春
を
迎
え
、
先
ず
以
て
聖
寿
の
万

歳
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
、
そ

し
て
県
内
各
神
社
社
頭
の
御
神
威
昂
揚

と
、
神
職
氏
子
崇
敬
者
各
位
の
御
健
勝

を
お
祈
り
し
、
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

又
、
高
円
宮
憲
仁
親
王
殿
下
に
は
、

昨
年
十
一
月
二
十
一
日
、
は
か
ら
ず
も

御
薨
去
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、

あ
ら
た
め
て
殿
下
の
御
霊
の
御
平
安
を

謹
ん
で
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
か
ら
募
金
活
動
が
開
始
さ

れ
た
新
庁
舎
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
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岡
山
県
神
社
庁
庁
長
　

湯
　
浅
　
正
　
敬

今
後
と
も
尚
一
層
の
御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り
ま
す
と
共
に
、
こ
の
度
の
新

庁
舎
建
設
事
業
へ
の
御
協
賛
の
件
に
つ

き
ま
し
て
も
、
併
せ
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

本
年
が
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
最

良
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

時
節
不
況
の
最
中
に
も
拘
わ
り
ま
せ

ず
、
関
係
諸
氏
の
御
尽
力
・
御
協
賛
を

賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
十
月
に
は
、
惟
神
の
大
道
の
恢
弘
・

教
化
活
動
な
ど
の
発
信
基
地
と
し
て
相

応
し
い
新
庁
舎
が
完
成
さ
れ
ま
す
。
こ

の
一
大
事
業
に
よ
り
、
神
職
は
も
と
よ

り
、
県
内
総
代
・
各
種
関
係
団
体
の
交

流
と
発
展
の
場
と
し
て
、
将
来
へ
向
け

開
か
れ
た
岡
山
県
神
社
庁
の
新
た
な
る

ス
タ
ー
ト
と
な
る
こ
と
を
確
信
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
何
卒
一
層
の
御
協
賛
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
戦
後
五
十
有
余
年
が
過
ぎ
た

今
日
、
日
本
は
ま
さ
に
内
憂
外
患
の
相

を
呈
し
て
い
ま
す
。
内
に
あ
っ
て
は
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
依
然
と
し
て
続
く
不

況
・
各
界
各
層
の
不
祥
事
・
青
少
年
犯

罪
の
多
発
・
教
育
の
荒
廃
等
々
、
又
、

外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
歴
史
教
科
書
・

靖
国
問
題
を
始
め
依
然
と
し
て
主
権
を

失
っ
た
軟
弱
謝
罪
外
交
の
感
を
拭
い
切

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
混
沌
と
し
た
世
相
の

中
、
一
番
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

国
民
一
人
一
人
が
「
国
を
愛
す
る
心
」

「
自
国
に
対
す
る
誇
り
」
を
取
り
戻
す

こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特
に
社

会
の
師
表
た
る
べ
き
、
私
ど
も
神
職
に

課
せ
ら
れ
た
る
使
命
は
重
且
つ
大
で
あ

り
ま
す
。
氏
子
崇
敬
者
の
神
道
教
化
に

一
層
力
を
注
ぎ
、
正
し
い
日
本
の
伝

統
・
文
化
の
伝
承
に
率
先
し
て
取
り
組

む
こ
と
が
肝
要
か
と
存
じ
ま
す
。
皆
様

の
御
活
躍
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

岡
山
県
神
社
庁
で
は
、
本
年
も
教
化

活
動
を
始
め
と
す
る
諸
施
策
を
遂
行

し
、
引
き
続
き
神
宮
大
麻
・
暦
の
増
頒

布
活
動
、「
皇
室
」
購
読
の
推
進
を
始

め
、
神
道
政
治
連
盟
岡
山
県
本
部
・
日

本
会
議
岡
山
等
の
関
係
諸
団
体
と
共
に

皇
室
尊
慕
の
念
の
喚
起
と
、
麗
し
き
日

本
の
伝
統
・
精
神
の
継
承
の
為
に
更
な

る
運
動
を
展
開
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

「
愛
国
心
と
自
国
に
対
す
る
誇
り
」を
全
て
の
国
民
に
！

〔
年
頭
の
ご
挨
拶
〕



反
響 

神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の 
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平
成
十
四
年
七
月
全
国
に
先
駆

け
て
県
内
包
括
神
社
を
全
て
内

三
〇
〇
社
は
詳
細
ペ
ー
ジ
有
り
）

を
登
録
し
、
検
索
で
き
る
神
社
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。

苦
労
し
た
甲
斐
あ
っ
て
、
か
な

り
完
成
度
の
高
い
も
の
に
仕
上
が

り
、
他
県
の
神
職
さ
ん
か
ら
も
賞

賛
の
声
が
届
い
て
い
る
。
更
に
八

月
十
六
日
付
け
の
山
陽
新
聞
に
紹

介
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
事
か
ら
、

そ
の
知
名
度
は
更
に
上
が
り
ア
ク

セ
ス
数
も
増
え
現
在
の
総
ア
ク
セ

ス
数
は
二
四，
〇
〇
〇
件
に
達
し

て
い
る
。

ま
た
、
一
般
県
民
か
ら
神
社
庁

へ
の
問
い
合
わ
せ
メ
ー
ル
も
数
多

く
届
い
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
遠

く
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

や
神
社
の
照
会
、
神
札
の
祀
り
方

の
照
会
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い

る
。
ま
た
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

地
区
の
氏
神
様
を
検
索
し
た
が
、

詳
細
ペ
ー
ジ
が
無
い
の
は
何
故

か
？
と
の
質
問
も
あ
る
の
で
、
各

神
職
は
早
急
に
本
兼
務
社
の
紹
介

を
掲
載
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

一
方
、
Ｅ
‐
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
取
得
し
て
い
る
神
職
に
は
、
神

社
庁
か
ら
逐
次
情
報
を
配
信
し
て

お
り
、
迅
速
な
情
報
伝
達
が
大
変

好
評
を
博
し
て
い
る
。
ア
ド
レ
ス

を
持
ち
な
が
ら
登
録
さ
れ
て
い
な

い
神
職
は
神
社
庁
へ
ア
ド
レ
ス
を

報
告
下
さ
れ
た
い
。

神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

神
社
掲
載
協
力
を
！

現
在
県
内
三
二
四
社
の
紹
介
ペ

ー
ジ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
目

標
は
県
内
全
て
の
神
社（
一，
六
二

五
社
）
で
す
。
広
報
部
の
受
け
入

れ
体
制
は
整
っ
て
い
る
の
で
、
後

は
皆
さ
ん
の
ほ
ん
の
少
し
の
協
力

で
県
民
に
役
に
立
つ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
で
き
る
の
で
す
。

一
社
で
も
多
く
の
神
社
を
紹
介

す
る
た
め
今
年
か
ら
掲
載
神
社
は

随
時
受
付
と
し
ま
す
。
記
入
用
紙

は
今
す
ぐ
神
社
庁
へ
請
求
下
さ
い
。

広
報
部

U
R
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
中
国
地
区

教
化
会
議
は
平
成
十
四
年
度
担
当
の
山

口
県
で
一
巡
し
た
。
平
成
十
四
年
九
月

四
日
、
五
日
一
泊
二
日
の
日
程
で
山
口

県
神
社
庁
を
会
場
と
し
て
岡
山
県
八

名
、
鳥
取
県
五
名
、
島
根
県
五
名
、
広

島
県
七
名
、
山
口
県
二
十
名
の
合
わ
せ

て
四
十
五
名
が
参
加
し
て
「
中
国
地
区

教
化
委
員
大
会
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

当
県
か
ら
は
笹
井
教
化
委
員
長
、
小

野
副
委
員
長
、
新
庄
副
委
員
長
、
戸
部

教
宣
部
長
、
岡
崎
教
宣
副
部
長
、
岡
部

事
業
副
部
長
、
太
田
広
報
部
長
、
松
岡

広
報
部
員
が
参
加
し
た
。

今
回
は
皇
學
館
大
学
神
道
研
究
所
教

授
牟
禮
仁
氏
、
神
社
本

庁
教
化
部
教
化
課
長
神

保
郁
夫
氏
が
指
導
助
言

者
と
し
て
招
聘
さ
れ
、

教
化
事
例
の
発
表
後
助

言
指
導
を
行
っ
た
。

当
県
の
教
化
事
例
は

太
田
広
報
部
長
が
「
今

後
の
教
化
活
動
に
お
け

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
」
と
題
し
て
、
六

月
に
完
成
し
た
ば
か
り

の
岡
山
県
神
社
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出

し
、
操
作
方
法
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明

を
行
っ
た
。

指
導
助
言
者
か
ら
神
社
検
索
シ
ス
テ

ム
と
神
社
庁
提
出
書
類
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
が
高
く
評
価
さ
れ
た
一
方
、
Ｈ
Ｐ
を

通
じ
県
民
が
ど
の
程
度
感
心
を
示
し
、

神
社
の
教
化
に
繋
げ
て
行
く
か
が
課

題
、
と
の
評
が
あ
っ
た
。

次
に
、
岡
崎
教
宣
副
部
長
か
ら
「
Ｎ

Ｈ
Ｋ
『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』
に
出
演
し
て
」

と
題
し
て
氏
が
平
成
十
一
年
四
月
〜
平

成
十
三
年
三
月
ま
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深

夜
便
「
日
本
列
島
暮
ら
し
の
便
り
」
コ

ー
ナ
ー
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
出
演

し
、
神
道
教
化
を
交
え
地
元
牛
窓
の
観

光
や
天
皇
陛
下
来
岡
の
際
の
奉
迎
の
様

子
な
ど
を
発
表
し
た
。

指
導
助
言
者
か
ら「
放
送
し
た
内
容
を

冊
子
に
し
て
氏
子
教

化
に
役
立
て
て
は
」

と
の
評
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
亀
山
八
幡

宮
（
山
口
）
の
「
林

間
学
校
」
や
山
口
県

青
年
神
職
会
の
「
神

宮
大
麻
啓
蒙
チ
ラ
シ

の
配
布
活
動
」
船
津

八
幡
宮
（
広
島
）
の

「
敬
神
婦
人
会
」
な

ど
十
六
名
が
発
表
を

行
っ
た
。

中国地区教化委員大会（於：山口県神社庁）

第
１
回 

中
国
地
区
教
化
委
員
大
会 

中
国
五
県
の
代
表
者
が 

　
多
彩
な
教
化
事
例
を
発
表 in山口 



平
成
十
二
年

三
月
二
十
八
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
に
副
庁
長
難
波

宗
朋
、
同
物
部
忠
三
郎
、
理
事
笹
井
和

男
。
同
小
田
歓
三
、
同
長
家
基
、
同
塚

本
晟
、
八
幡
神
社
宮
司
渡
邉
宣
也
、
八

幡
宮
宮
司
富
山
道
常
、
瓜
生
神
社
宮
司

横
林
武
彦
、
総
代
会
長
松
田
堯
、
船
川

八
幡
宮
宮
司
木
山
運
嗣
、
正
八
幡
宮
宮

司
浅
原
タ
ヅ
ヱ
の
十
二
名
が
任
命
さ

れ
、
更
に
設
置
に
関
す
る
内
規
が
作
成

さ
れ
た
。

六
月
二
十
七
日

庁
舎
問
題
特
別
委
員
会
が
正
式
に
結

成
さ
れ
た
。

平
成
十
三
年

六
月
二
十
八
日

定
例
協
議
員
会
に
お
い
て
庁
舎
建
設

委
員
会
設
置
が
決
議
さ
れ
た
。

八
月
十
日

神
社
庁
長
湯
浅
正
敬
始
め
九
十
名
の

委
員
が
任
命
さ

れ
、
庁
舎
建
設
委

員
会
が
開
催
さ
れ

た
。平

成
十
四
年

二
月
十
五
日

庁
舎
建
設
委
員
会
を
開
催
。
新
協
技

術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
設
計
監
理
契
約

を
締
結
。

三
月
十
二
日

庁
舎
建
設
委
員
会
開
催
。

五
月
九
日

庁
舎
建
設
奉
賛
会
設
立
総
会
開
催
。

六
月
十
八
日

庁
舎
建
設
常
任
委
員
会
及
び
庁
舎
建

設
委
員
会
開
催
。
趣
意
書
及
び
神
殿
・

拝
殿
部
分
の
検
討
を
行
っ
た
。

七
月
二
十
三
日

庁
舎
建
設
奉
賛
会
委
員
会
開
催
。
奉

賛
会
経
過
説
明
及
び
寄
付
者
顕
彰
方
法

の
検
討
。

九
月
九
日

風
致
地
区
申
請
許
可
。

九
月
三
十
日

指
名
入
札
開
催
。
ア
イ
サ
ワ
工
業
株
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式
会
社
が
一
億
九
千
九
百
五
十
万
円
で

落
札
。

十
月
十
六
日

ア
イ
サ
ワ
工
業
株
式
会
社
と
工
事
契

約
を
締
結
。

十
月
二
十
五
日

庁
舎
建
設
予
定
地
の
県
遺
族
福
祉
会

館
に
お
い
て
、
解
体
清
祓
祭
執
行
。

十
月
二
十
五
日
午
前
十
一
時
か
ら
県

遺
族
福
祉
会
館
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
斎
主

岡
山
縣
護
國
神
社
河
野
禰
宜
、
祭
員
同

藤
本
権
禰
宜
の
奉
仕
に
よ
り
、
湯
浅
庁

長
、
遺
族
連
盟
岸
本
会
長
、
同
秋
山
事

１階平面図南立面図

主
な
経
過
報
告 

（
平
成
十
二
年
〜
平
成
十
四
年
） 

解
体
清
祓
祭 

新庁舎平面図・立面図

配置図・２階平面図

神
社
庁
庁
舎
建
設
始
ま
る 



十
二
月
七
日

起
工
祭
斎
行
。

十
二
月
八
日

本
体
工
事
着
手
。

十
二
月
七
日
午
前
十
一
時
か
ら
旧
県

遺
族
福
祉
会
館
跡
地
に
お
い
て
、
岡
山

県
神
社
庁
祭
祀
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
奉

（5） 第94号 平成１５年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

仕
に
よ
り
起
工
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

当
日
は
三
原
千
幸
氏
が
斎
主
と
な
り
、

河
野
薫
、
三
宅
玲
子
、
石
村
陽
子
、
小

川
由
里
の
各
氏
が
祭
員
を
勤
め
、
湯
浅

正
敬
庁
長
を
始
め
総
代
会
長
、
役
員
、

建
設
委
員
等
計
六
十
二
名
が
参
列
し

て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。

祭
典
で
は
、
斎
主
祝
詞
奏
上
の
後
、

湯
浅
庁
長
が
刈
初
め
の
儀
を
行
い
各
代

表
が
玉
串
を
奉
っ
て
大
地
の
神
の
ご
加

護
と
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
た
。

◆
現
在
庁
舎
建
設
委
員
会
は
顧
問
十
九

名
、
委
員
長
一
名
、
副
委
員
長
三
名
、

常
任
委
員
三
十
一
名
、
委
員
五
十
四
名

の
計
一
〇
八
名
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
。平

成
十
四
年

十
二
月

工
事
用
仮
囲
設
置
。
根
切
り
。
耐
圧

盤
躯
体
工
事
。

平
成
十
五
年

一
月ピ

ッ
ト
躯
体
工
事
。
Ｂ
一
階
立
上
り

旧県遺族福祉会館

解体清祓祭

躯
体
工
事
。
設
備
工
事
。

二
月Ｂ

一
階
立
上
り
躯
体
工
事
。
埋
戻
し
。

地
盤
改
良
。
根
切
り
。
設
備
工
事
。

三
月上

段
部
基
礎
工
事
。
埋
戻
し
。
土
間

躯
体
工
事
。
設
備
工
事
。

四
月外

部
足
場
設
置
。
鉄
骨
工
事
。
Ａ
Ｌ

Ｃ
工
事
。
設
備
工
事
。

五
月外

部
足
場
設
置
。
屋
根
工
事
。
外
部

仕
上
工
事
。
設
備
工
事
。
上
棟
祭
。

六
月外

部
足
場
設
置
。
屋
根
工
事
。
外
部

仕
上
工
事
。
内
部
仕
上
工
事
。
設
備
工

事
。

七
月外

部
足
場
設
置
。
内
部
仕
上
工
事
。

設
備
工
事
。

八
月内

部
仕
上
工
事
。
外
構
工
事
。
設
備

工
事
。

九
月外

構
工
事
。
設
備
工
事
。
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
。

九
月
三
十
日

引
き
渡
し
。

こ
の
後
、
遷
座
祭
及
び
合
祀
祭
。
竣

工
奉
告
祭
及
び
奉
祝
祭
執
行
の
予
定
。

新庁舎起工祭

今
後
の
建
築
予
定 

（
平
成
十
四
年
十
二
月
〜
平
成
十
五
年
九
月
） 

起
工
祭 

務
局
長
ら
十
名
参
列
の
も
と
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た
。
当
館
は
昭
和
四
十
八
年

に
建
設
さ
れ
二
十
九
年
に
亘
り
、
戦
没

者
遺
族
の
福
祉
施
設
や
事
務
所
と
し
て

使
用
さ
れ
て
き
た
。
当
庁
に
お
い
て
も

初
任
・
中
堅
神
職
研
修
、
直
階
検
定
講

習
会
、
各
種
神
職
の
研
修
、
神
宮
大
麻

頒
布
始
祭
等
多
岐
に
亘
っ
て
神
道
発
揚

の
場
と
し
て
借
用
し
て
き
た
と
い
う
経

緯
が
あ
り
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。

十
月
二
十
九
日

庁
舎
建
設
委
員
会
開
催
。
ア
イ
サ
ワ

工
業
株
式
会
社
の
工
事
説
明
及
び
神
職

宛
の
募
金
文
書
検
討
。

十
月
三
十
一
日

建
築
確
認
申
請
許
可
。

十
一
月
一
日

旧
県
遺
族
福
祉
会
館
解
体
工
事
着
手
。

十
一
月
二
十
日

解
体
工
事
及
び
整
地
完
了
。



平成１５年１月１日 第94号 （6）岡 山 県 神 社 庁 庁 報

去
る
十
月
二
十
九
日
、
岡
山
縣
護
國

神
社
内
の
い
さ
お
会
館
に
お
い
て
、
三

原
千
幸
祭
式
講
師
を
斎
主
に
、
祭
祀
委

員
会
委
員
奉
仕
の
も
と
、
神
宮
大
麻
暦

頒
布
始
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

本
年
は
明
治
天
皇
の
思
し
召
し
に
よ

り
神
宮
大
麻
が
神
職
を
通
じ
頒
布
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
百
三
十
周
年
の
佳

平
成
十
四
年
十
月
九
日
茨
城
県
水
戸

市
の
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
第
三
十
八
回
全
国
神
社
総
代

会
大
会
の
席
上
に
て
、
全
国
五
十
五
名

の
受
賞
者
の
一
人
と
し
て
栄
え
あ
る
表

彰
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
が
総
代
と
し
て
行
っ
て
き
た
こ
と

は
、
特
段
受
賞
に
値
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
歴
代
総
代
の
な
さ
れ
た
行

事
を
引
き
継
い
で
行
っ
て
来
た
だ
け
で

あ
り
ま
す
。

長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま

し
た
神
社
屋
根
の
雨
漏
り

を
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、

神
社
が
壊
れ
て
し
ま
う
。

築
百
年
の
神
社
の
存
在
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
言

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
く
建
立
す
れ
ば
ま
ず

億
の
資
金
が
必
要
と
な
る

で
あ
ろ
う
、
今
な
ら
屋
根

の
修
復
工
事
だ
け
で
大
丈

夫
と
の
判
断
で
、
早
速
、

工
事
委
員
会
を
発
足
。
平

成
七
年
に
総
代
・
地
区
世

話
人
で
竹
原
神
社
屋
根
葺

替
え
奉
賛
会
を
結
成
し
ま

し
た
。
そ
し
て
平
成
八
年

か
ら
五
ヶ
年
計
画
で
奉
賛

神宮大麻頒布始奉告祭（於：いさお会館）

全国神社総代会大会（於：水戸）

会
活
動
を
開
始
し
募
金
を
行
い
ま
し
た
。

募
金
に
関
し
て
は
、
大
口
の
寄
付
が

見
込
め
な
か
っ
た
の
で
、
氏
子
百
四
十

一
世
帯
の
皆
さ
ん
全
員
に
募
金
を
お
願

い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
件
の
不
平
も

な
く
、
本
当
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ
た
も

の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
屋
根
修
復
工
事
の
完
成
が
今
回

の
受
賞
の
大
き
な
要
因
で
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
氏
子
の
皆
様
方
全
員

の
御
協
力
、
総
代
全
員
の
御
助
力
、
そ

し
て
中
田
宮
司
の
日
夜
絶
え
ま
ざ
る
御

努
力
の
上
に
成
り
立
っ
た
竹
原
神
社
の

受
賞
と
い
え
ま
す
。
私
が
そ
れ
を
代
表

し
て
お
受
け
し
た
も
の
と
拝
察
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

折
か
ら
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

教
育
基
本
法
を
見
直
す
よ
う
な
事
を
報

じ
て
お
り
ま
す
が
、
日
本
の
歴
史
、
文

化
、
伝
統
を
正
し
く
教
え
、
公
共
の
精

神
を
培
い
、
国
旗
「
日
の
丸
」、
国
歌

「
君
が
代
」
を
通
し
て
国
を
愛
す
る
心

を
養
っ
て
行
く
教
育
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

一
方
、
私
達
は
神
社
の
運
営
に
携
わ

る
者
と
し
て
、
適
正
な
運
営
を
計
り
、

神
社
の
奉
護
に
努
め
、
ま
す
ま
す
の
神

社
の
興
隆
に
努
め
て
行
か
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
一
人
で
も
多
く
の
参
詣
者
を
啓

蒙
し
て
、
竹
原
神
社
の
維
持
発
展
に
尽

力
す
る
べ
く
ご
奉
仕
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

社
殿
の
修
復
を
通
じ
神
社
に
奉
仕
 

〜
神
社
功
労
者
表
彰
を
拝
受
し
て
〜

総
 
代
 
 
塩
　
見
　
　
勇
 

岡
山
市
　
竹
原
神
社
 

神宮大麻暦頒布始奉告祭斎行 

神宮大麻頒布 
130周年 

神宮大麻頒布 
130周年 



（7） 第94号 平成１５年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

十
二
月
七
日
午
後
二

時
か
ら
岡
山
縣
護
國
神

社
い
さ
お
会
館
に
於
い

て
、
平
成
十
四
年
臨
時

協
議
員
会
が
開
催
さ
れ

た
。先

ず
神
宮
遙
拝
の

後
、
敬
神
生
活
の
綱
領

唱
和
に
続
き
庁
長
が
挨

拶
し
、
左
記
議
案
の
審

議
が
行
わ
れ
た
。

第
一
号
議
案

平
成
十
三
年
度
岡
山
県

神
社
庁
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

歳
入
合
計

一
億
二
千
九
十
三
万

六
千
二
百
八
円

歳
出
合
計

一
億
一
千
六
百
十
二

万
六
千
百
五
円

次
年
度
へ
繰
越

四
百
八
十
一
万
百
三

円

第
二
号
議
案

平
成
十
三
年
年
度
岡
山
県
神
社
庁
別
途

会
計
収
支
決
算

運
営
資
金
会
計
他
の
会
計
が
承
認
さ

れ
た
。

第
三
号
議
案

平
成
十
三
年
度
岡
山
県
神
社

庁
事
業
会
計
収
支
決
算

第
四
号
議
案

平
成
十
三
年
度
岡
山
県
神
社

庁
財
産
目
録
承
認
の
件

そ
の
他

神
社
庁
庁
舎
建
設
の
推
移
に

つ
い
て

福
田
建
築
部
長
が
十
二
月

七
日
の
起
工
祭
か
ら
平
成
十

五
年
九
月
ま
で
の
工
事
予
定

を
説
明
。
上
棟
祭
は
五
月
頃

の
予
定
で
あ
り
、
順
調
に
進

ん
で
い
る
と
の
報
告
が
あ
っ

た
。
続
い
て
小
川
副
委
員
長

か
ら
募
金
状
況
の
報
告
が
あ

り
、
奉
賛
会
は
松
田
会
長
・

塚
本
副
会
長
の
努
力
に
よ
り
予
想
以
上

の
成
果
が
出
て
い
る
。
ま
た
、
支
部
の

分
担
金
は
現
在
五
支
部
が
完
納
。
神
職

か
ら
は
二
千
七
百
万
円
の
寄
進
を
頂
い

て
い
る
。
ど
ち
ら
も
順
調
に
進
展
し
て

い
る
旨
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

平成13年度 決算承認と庁舎建設経過報告

議場風景（於：いさお会館）

年
に
あ
た
る
。

明
治
四
年
ま
で
は
、
各
御
師
に
よ
り

配
布
さ
れ
て
い
た
「
御
祓
大
麻
」
は
廃

止
さ
れ
、
明
治
五
年
か
ら
新
た
に
「
神

宮
大
麻
」
と
し
て
神
宮
司
庁
か
ら
全
国

の
家
庭
に
頒
布
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
明
治
天
皇
の
聖
旨
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
頒
布
は
、
最
初
は
各
地

方
庁
が
行
い
、
神
宮
教
院
・
神
道
事
務

局
を
経
て
神
宮
奉
斎
会
、
神
宮
神
部
署
、

さ
ら
に
全
国
神
職
会
（
後
に
大
日
本
神

祇
会
）
に
委
ね
ら
れ
た
。
終
戦
後
は
、

設
立
間
も
な
い
神
社
本
庁
が
頒
布
を
委

託
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
祭
典
奉

仕
者
・
参
列
者
と
も
に
先
人
の
努
力
に

思
い
を
致
し
、
更
な
る
増
頒
布
を
伊
勢

の
大
神
様
に
お
誓
い
し
た
次
第
で
あ

る
。祭

典
斎
了
後
、
湯
浅
庁
長
、
小
川
副

庁
長
か
ら
、
支
部
代
表
者
ひ
と
り
ひ
と

り
に
大
麻
と
暦
が
手
渡
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
表
彰
式
に
移
り
神
宮
か

ら
頒
布
優
秀
支
部
と
し
て
津
山
支
部
、

玉
島
支
部
、
勝
田
支
部
の
三
支
部
が
、

優
良
従
事
者
と
し
て
神
職
十
三
名
、
総

代
七
名
の
計
二
十
名
が
表
彰
状
並
び
に

記
念
品
を
伝
達
さ
れ
た
。
次
に
県
大
麻

関
係
表
彰
で
は
、
倉
敷
支
部
と
井
原
後

月
支
部
の
二
支
部
が
、
久
米
郡
中
央
町

錦
織
神
社
他
九
十
社
が
表
彰
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
麻
推
進
会
議
に
う
つ
り
全

て
の
行
事
を
終
え
た
。
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歳入の部 

歳出の部 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（▲減） 

　１神殿奉斎費 

Ⅲ事　務　局　費 

　１表彰並びに儀礼費 

　（１各種表彰費） 

　（２慶 弔 費） 

　２会　議　費 

　（１役員会費） 

　（２協議員会費） 

　（３支部長会議費） 

　（４各種委員会諸費） 

　（５諸 　 費） 

　３役員関係費 

　（１役員報酬） 

　（２各種委員手当） 

　（３教誨師関係費） 

　（４視察研修費） 

　（５地区会議関係費） 

　４給料及び福利厚生費 

　（１給 　 料） 

　（２諸 手 当） 

　（３各種保険料） 

　（４職員厚生費） 

　５庁　　　　費 

　（１備 品 費） 

　（２図書印刷費） 

　（３消耗品費） 

　（４水道光熱費） 

　（５通信運搬費） 

　（６傭 人 費） 

　（７雑 　 費） 

　６交　際　費 

　７旅　　　　費 

　８管　理　費 

　（１営繕管理費） 

　（２防 災 費） 

Ⅳ指 導 奨 励 費 

　１教化事業費 

　（１教 化 費） 

　（２広 報 費） 

　（３神社振興対策費） 

　２青少年対策費 

　３神社庁研修所費 

　（１研 修 費） 

　（２研修奨励費） 

　４祭祀研究費 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（▲減） 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（▲減） 

64,600 

▲33,400 

98,000 

25,497 

25,497 

▲3,460 

▲3,460 

16,650 

▲20,000 

▲110 

321,700 

321,700 

325,700 

0 

▲4,000 

0 

▲130,000 

130,000 

▲428,806 

▲428,806 

250,000 

19,170 

▲348,264 

▲349,712 

▲1,900,000 
100,000 

▲1,900,000 
100,000 

▲1,920,469 
（79,531） 
3,784,261 

（0） 
1,863,792 
（79,531） 

985,400 

633,400 

352,000 

24,503 

24,503 

36,923,460 

36,923,460 

25,827,350 

9,250,000 

1,846,110 

67,828,300 

67,828,300 

974,300 

66,600,000 

254,000 

3,200,000 

3,130,000 

70,000 

3,358,806 

3,358,806 

50,000 

10,830 

2,348,264 

949,712 

2,400,000 

2,400,000 

114,720,469 

6,215,739 

120,936,208

0 

0 

47,500 

▲47,500 

16,361

2,600,000 

2,600,000 

2,252,500 

347,500 

283,639

2,600,000 

2,600,000 

2,300,000 

300,000 

300,000

1,050,000 

600,000 

450,000 

50,000 

50,000 

36,920,000 

36,920,000 

25,844,000 

9,230,000 

1,846,000 

68,150,000 

68,150,000 

1,300,000 

66,600,000 

250,000 

3,200,000 

3,000,000 

200,000 

2,930,000 

2,930,000 

300,000 

30,000 

2,000,000 

600,000 

500,000 
（2,500,000） 
500,000 

（2,500,000） 
112,800,000 

（114,800,000） 
10,000,000 
（6,215,739） 
122,800,000 

（121,015,739） 

16,361 

1,350,850 
（1,450,850） 

▲113,092 

▲178,092 

65,000 

304,695 

▲58,620 

66,705 

50,000 

201,210 

45,400 

413,720 

30,000 

0 

283,720 

100,000 

0 

729,020 

68,000 

909,774 

▲293,347 

44,593 

416,409 
（466,409） 

147,390 

▲79,495 
（▲29,495） 

234,142 

▲62,080 

109,601 

▲94,440 

161,291 

▲190,992 

▲231,845 

22,935 
（72,935） 
▲865 

（49,135） 

23,800 

1,002,657 

217,425 

139,785 

77,640 

0 

218,510 

226,442 

336,442 

▲110,000 

340,280

283,639 

30,775,150 

713,092 

578,092 

135,000 

295,305 

158,620 

83,295 

0 

48,790 

4,600 

1,230,280 

1,014,000 

0 

116,280 

0 

100,000 

19,652,980 

10,278,000 

6,802,226 

2,455,347 

117,407 

4,033,591 

52,610 

479,495 

815,858 

662,080 

790,399 

1,194,440 

38,709 

1,290,992 

3,081,845 

477,065 

200,865 

276,200 

6,367,343 

4,282,575 

960,215 

3,272,360 

50,000 

31,490 

873,558 

463,558 

410,000 

59,720

300,000 

32,126,000 
（32,226,000） 

600,000 

400,000 

200,000 

600,000 

100,000 

150,000 

50,000 

250,000 

50,000 

1,644,000 

1,044,000 

0 

400,000 

100,000 

100,000 

20,382,000 

10,346,000 

7,712,000 

2,162,000 

162,000 

4,450,000 
（4,500,000） 

200,000 

400,000 
（450,000） 

1,050,000 

600,000 

900,000 

1,100,000 

200,000 

1,100,000 

2,850,000 

500,000 
（550,000） 
200,000 
（250,000） 

300,000 

7,370,000 

4,500,000 

1,100,000 

3,350,000 

50,000 

250,000 

1,100,000 

800,000 

300,000 

400,000

340,280 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

212,764 

212,764 

38,272 

38,272 

1,920 

2,000 

34,352 

138,100 
（238,100） 

▲45,000 

226,500 
（326,500） 

▲43,400 

0 

30,260 

260 

30,000 

373,131 
（573,131） 
164,200 
（364,200） 

351,232 

▲142,301 

1,511,500 
（1,327,239） 
4,673,895 
（4,889,634） 
▲2,810,103 
（▲4,810,103） 
1,863,792 
（79,531） 

59,720 

1,120,000 

500,000 

50,000 

50,000 

150,000 

50,000 

70,000 

20,000 

200,000 

30,000 

0 

0 

11,883,000 

1,183,000 

200,000 

10,000,000 

500,000 

487,236 

487,236 

18,623,728 

18,623,728 

50,080 

5,008,000 

13,565,648 

541,900 

225,000 

73,500 

143,400 

100,000 

37,723,740 

2,953,740 

34,770,000 

6,826,869 

535,800 

498,768 

5,792,301 

13,500 

116,126,105 

4,810,103 

120,936,208

400,000 

1,120,000 

500,000 

50,000 

50,000 

150,000 

50,000 

70,000 

20,000 

200,000 

30,000 

0 

0 

11,883,000 

1,183,000 

200,000 

10,000,000 

500,000 

700,000 

700,000 

18,662,000 

18,662,000 

52,000 

5,010,000 

13,600,000 

680,000 
（780,000） 

180,000 

300,000 
（400,000） 

100,000 

100,000 

37,754,000 

2,954,000 

34,800,000 

7,200,000 
（7,400,000） 
700,000 
（900,000） 

850,000 

5,650,000 

1,525,000 
（1,340,739） 
120,800,000 
（121,015,739） 
2,000,000 

（0） 
122,800,000 
（121,015,739） 

　（１祭祀研究諸費） 

　５各種補助金 

　（１神青協補助金） 

　（２氏青協補助金） 

　（３県教神協補助金） 

　（４婦人神職会補助金） 

　（５県敬婦連補助金） 

　（６神楽部補助金） 

　（７作州神楽補助金） 

　（８支部長懇話会補助金） 

　（９神宮大祭派遣補助金） 

　（10神職養成補助金） 

　（11地区大会援助金） 

Ⅴ各 種 積 立 金 

　１職員退職給与積立金 

　２役員退任慰労金積立金 

　３庁舎建設資金積立金 

　４次期式年遷宮準備金 

Ⅵ神社関係者大会費 

　１神社関係者大会費 

Ⅶ負　　担　　金 

　１負　担　金 

　（１本庁災害慰謝負担金） 

　（２本庁負担金） 

　（３本庁特別納付金） 

Ⅷ渉　　外　　費 

　１友好団体関係費 

　２時局対策費 

　３同和対策費 

　４神政連関係費 

Ⅸ支 部 関 係 費 

　１負担金報奨費 

　２神宮神徳宣揚費交付金 

Ⅹ大麻頒布事業関係費 

　１大麻頒布推進費 

　２頒布事務費 

　３頒布事業奨励費 

XI予　　備　　費 

当 期 歳 出 合 計  

次 期 繰 越 金  

歳　出　合　計 

Ⅰ神饌及幣帛料  

　１本　庁　幣 

　２神饌及初穂料 

Ⅱ財　産　収　入 

　１基本財産収入 

Ⅲ負　　担　　金 

　１負　担　金 

　（１神社負担金） 

　（２神職負担金） 

　（３支部負担金） 

Ⅳ交　　付　　金 

　１本庁交付金 

　（１本庁交付金） 

　（２神宮神徳宣揚費交付金） 

　（３本庁補助金） 

Ⅴ寄　　付　　金 

　１神社特別寄贈金 

　２寄　付　金 

Ⅵ諸　　収　　入 

　１諸　収　入 

　（１表 彰 金） 

　（２預金利子） 

　（３申請料･任命料） 

　（４雑 収 入） 

Ⅶ繰　　入　　金 

　１繰　入　金 

当 期 歳 入 合 計 

前 期 繰 越 金 

歳　入　合　計 

平成13年度 
岡 　 山 　 県 　 神 　 社 　 庁  

一般会計決算書  
平成13年7月1日～平成14年6月30日 

Ⅰ幣　　帛　　料 

　１幣　帛　料 

　（１本 庁 幣） 

　（２神社庁幣） 

Ⅱ神　　事　　費 

科　　　目 本年度予算額 本年度決算額 差異（▲減） 

歳入総額 
歳出総額 
差引残高 

120,936,208 円也 
116,126,105 円也 
4,810,103 円也 
（次年度へ繰越）　 



（9） 第94号 平成１５年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

◆
参
集
殿
的
要
素
を
取
り
入
れ

ず
、
純
粋
に
社
務
所
と
し
て
の

機
能
だ
け
の
神
社
は
官
社
は
別

と
し
て
民
社
で
は
珍
し
く
、
事

務
面
に
関
し
て
は
理
想
的
な
形

と
思
わ
れ
る
。

社
務
所
裏
が
五
メ
ー
ト
ル
程

の
崖
に
な
っ
て
お
り
、
崖
ぎ
り

ぎ
り
に
建
て
る
事
が
で
き
ず
、

拝
殿
前
広
場
が
狭
く
な
っ
た
も

の
の
、
そ
れ
に
も
増
し
て
、
社

殿
に
近
い
位
置
に
建
設
し
た
事

で
全
て
の
面
で
か
な
り
機
能
的

に
奉
務
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

（
萩
野
）
間
取
り
は
玄
関
、
応
接
室

（
洋
室
）、
授
与
所
兼
社
務
室

（
和
室
）、
更
衣
室
（
洋
室
）、

台
所
、
ト
イ
レ
、
潔
斎
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

旧
社
務
所
も
そ
う
で
し
た
が
、

新
し
い
社
務
所
も
社
務
を
行

う
場
所
だ
け
で
、
参
集
殿
的

要
素
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
代

会
等
は
拝
殿
を
使
用
し
ま
す
。

第四回 こ
だ
わ
り
の
社 

田井八幡宮 

田
井
八
幡
宮
（
玉
野
市
田
井
　
萩
野

泰
子
宮
司
）
で
は
平
成
十
三
年
八
月
三

十
一
日
、
社
務
所
改
築
工
事
が
完
了
し

た
。社

務
所
が
新
し
く
な
っ
た
神
社
に
参

拝
し
、
萩
野
昭
彦
禰
宜
に
「
こ
だ
わ
り
」

の
話
し
を
伺
っ
た
。

（
広
報
）
施
行
業
者
と
費
用
を
教
え
て

下
さ
い
。

（
萩
野
）
施
工
者
は
地
元
宮
大
工
の
㈲

吉
澤
建
設
で
総
建
築
費
は
一

千
五
百
万
円
。

（
広
報
）
建
坪
は
ど
の
位
で
す
か
？
ま

た
、
改
築
理
由
は
？

（
萩
野
）
建
坪
は
約
二
〇．
七
坪
で
す
。

旧
社
務
所
は
石
段
下
の
境
内

下
段
に
あ
り
、
宮
司
家
族
が

居
住
し
て
い
ま
し
た
が
、
老

朽
化
と
宮
司
が
個
人
宅
を
建

て
転
居
し
た
た
め
、
社
殿
が

あ
る
境
内
上
段
に
移
し
て
改

築
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
）
大
き
く
変
更
し
た
箇
所
が
あ

り
ま
す
か
？

（
萩
野
）
授
与
所
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
四

メ
ー
ト
ル
と
り
正
月
等
の
混

雑
に
対
応
し
た
。
宮

司
、
禰
宜
共
に
神
社

か
ら
離
れ
て
自
宅
が

あ
る
た
め
、
玄
関
脇

に
有
線
イ
ン
タ
ー
フ

ォ
ン
を
設
置
し
社
務

所
、
拝
殿
、
宮
司
宅

を
繋
い
で
い
る
。
ま

た
、
電
話
は
常
時
携

帯
電
話
に
転
送
状
態

（
七
回
コ
ー
ル
で
自

動
転
送
）
に
し
て
お

り
不
在
時
の
来
客
及

び
電
話
に
対
応
し
て

い
る
。

（
広
報
）
内
部
は
小
部
屋
で
仕

切
ら
れ
て
い
ま
す
が

間
取
り
は
？
ま
た
、

総
代
会
等
に
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い

ま
す
か
。

田井八幡宮社務所

社務所内部
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青
少
年
対
策
委
員
会
主
催
の
『
こ
ど

も
伊
勢
ま
い
り
』
は
、
本
年
八
回
目
を

迎
え
八
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
の

三
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。

バ
ス
は
津
山
を
起
点
と
し
て
岡
山
道

を
南
下
、
各
地
で
参
加
者
を
乗
せ
、
林

原
駐
車
場
で
全
員
揃
っ
て
出
発
し
た
。

バ
ス
の
中
で
は
自
己
紹
介
や
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
を
楽
し
み
、
昼
食
を
法
隆
寺
の
近

く
で
済
ま
せ
、
班
別
に
付
近
の
散
策
を

し
た
。
再
び
班
単
位
の
自
己
紹
介
や
ゲ

ー
ム
を
す
る
内
、
目
的
地
の
二
見
興
玉

神
社
に
午
後
四
時
頃
到
着
。
自
由
参
拝

の
後
、
宿
泊
地
の
神
宮
会
館
に
着
き
一

日
目
の
終
了
と
な
っ
た
。

二
日
目
は
、
こ
ど
も

伊
勢
ま
い
り
の
主
目
的

と
す
る
神
宮
参
拝
で
あ

る
。
暑
さ
を
避
け
る
の

と
神
宮
の
朝
の
清
々
し

さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら

う
為
、
朝
食
前
に
外
宮

の
御
垣
内
参
拝
を
し
た
。

朝
食
後
内
宮
参
拝
と

な
る
。
宇
治
橋
前
で
神

宮
司
庁
職
員
の
方
の
出

迎
え
を
受
け
、
正
宮
へ

と
進
む
。
途
中
、
説
明

や
ク
イ
ズ
を
楽
し
み
な

が
ら
の
参
拝
で
あ
り
、

今
年
か
ら
親
子
参
宮
が

全
国
的
に
催
さ
れ
て
い

る
の
で
そ
れ
に
対
応
し
よ

う
と
す
る
神
宮
の
努
力
の

跡
が
伺
え
る
。
五
十
鈴
川

で
手
水
の
後
、
全
員
御
垣

内
参
拝
、
古
殿
地
の
清
掃

（
落
ち
葉
拾
い
）
を
行
い

荒
祭
宮
参
拝
、
神
楽
殿
へ

と
進
み
お
神
楽
奉
納
。
そ

し
て
、
神
楽
の
楽
器
の
説

明
を
受
け
楽
器
に
も
触
れ

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
火
鑽

り
を
見
学
し
た
。
今
で
は

見
る
事
の
な
い
人
の
手
に

よ
る
火
お
こ
し
を
間
近
に

見
る
事
が
で
き
皆
一
様
に

目
を
丸
く
し
て
い
た
。
そ

の
後
お
か
げ
横
丁
を
自
由

散
策
。
神
宮
会
館
に
て
昼

食
を
と
る
。

午
後
は
、
イ
ル
カ
島
へ

足
を
伸
ば
し
、
ア
シ
カ
や

イ
ル
カ
の
シ
ョ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

三
日
目
は
、
伊
勢
を
後
に
し
奈
良
・

石
舞
台
へ
向
か
っ
た
。
昼
食
の
後
、
橿

原
神
宮
で
は
正
式
参
拝
を
行
い
、
代
表

の
玉
串
拝
礼
に
あ
わ
せ
全
員
で
拝
礼
を

し
た
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
帰
路

へ
つ
い
た
。
車
中
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
と

ビ
デ
オ
鑑
賞
で
あ
っ
た
。

今
回
の
参
拝
旅
行
は
、
班
別
行
動
を

基
本
と
し
て
団
体
行
動
と
初
対
面
の
人

と
の
交
流
を
学
び
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
良

い
事
探
し
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
子
供
達
が
各
人
各
様
に
神
様
に
対
す

る
思
い
、
お
互
い
に
対
す
る
思
い
、
ま

た
お
世
話
に
な
っ
た
人
達
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
素
直
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

て
く
れ
た
と
思
う
。
ま
た
、
今
回
は
食

前
食
後
の
感
謝
の
言
葉
を
ス
タ
ッ
フ
の

先
導
の
下
行
っ
た
が
、
子
供
達
に
そ
の

言
葉
の
意
味
の
説
明
は
し
な
か
っ
た
も

の
の
素
直
な
気
持
ち
で
感
じ
取
っ
て
く

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

古殿地の清掃

神
宮
で

神
宮
で 

　
　
雅
楽
や
火
鑽
を
体
験

　
　
雅
楽
や
火
鑽
を
体
験 
神
宮
で 

　
　
雅
楽
や
火
鑽
を
体
験 

第
八
回 

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り 

火鑽りの見学
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こ
の
道
を
究
め
る 
一
者
一
芸 

第
四
回 

十
一
月
二
十
六
日
小
雨
が
パ
ラ
つ
く

中
、
岡
山
市
中
心
部
の
住
宅
街
に
あ
る

石
門
別
神
社
を
訪
ね
た
。

今
回
は
「
菊
水
流
剣
詩
舞
道
」
を
極

め
る
権
禰
宜
の
高
須
美
江
さ
ん
で
す
。

詩
舞
道
と
は
、
詩
吟
に
合
わ
せ
て
舞

う
中
性
的
な
舞
で
、
そ
の
中
で
も
「
菊

水
流
」
と
言
え
ば
知
る
人
ぞ
知
る
全
国

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
流
派
。

藤
山
南
山
氏
が
四
十
年
前
に
岡
山
で

始
め
ら
れ
、
会
員
は
今
や
全
国

に
広
が
り
県
下
だ
け
で
も
一
〇

〇
名
以
上
お
ら
れ
る
と
か
。
高

須
さ
ん
は
詩
舞
道
歴
十
年
で
現

在
は
中
級
。

年
一
回
あ
る
全
国
大
会
で
は

数
々
の
賞
を
受
賞
さ
れ
、
優
勝

さ
れ
た
事
も
あ
る
。
一
度
神
社

関
係
者
の
親
睦
の
場
で
拝
見
し

た
が
、
袴
を
つ
け
て
颯
爽
と
舞

わ
れ
る
姿
は
実
に
凛
と
し
て
美

し
い
。

詩
舞
を
習
う
き
っ
か
け
は
、

以
前
か
ら
詩
吟
が
大
好
き
で
、

歩
い
て
十
分
位
の
所
に
詩
舞
道

の
岡
山
支
部
長
が
指
導
す
る
稽
古
場
が

で
き
た
事
か
ら
通
う
よ
う
に
な
っ
た
と

か
。詩

舞
の
一
番
の
効
用
は
、
姿
勢
が
良

く
な
り
、
精
神
力
が
鍛
え
ら
れ
る
こ
と
。

週
一
回
の
稽
古
の
他
に
、
毎
日
足
腰
の
鍛

錬
の
た
め
に
岡
山
駅
ま
で
往
復
四
十
五

分
の
道
程
を
歩
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

氏
子
さ
ん
達
が
神
社
に
親
し
む
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
境
内
で
十
月
第
四
日

曜
日
に
開
か
れ
る
「
い
わ
と
わ
け
音
楽

祭
」
で
も
披
露
さ
れ
、
賑
わ
い
に
一
役

買
っ
て
お
ら
れ
る
。

生
き
生
き
と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
、

高
須
さ
ん
本
人
は
「
詩
舞
も
だ
け
ど
、

本
当
は
私
お
茶
の
方
が
ず
っ
と
長
い
の

よ
」
広
報
部
の
情
報
不
足
!!!

詩舞を演ずる高須さん

延
喜
式
は
延
長
五
年
（
九
二
七
）
藤

原
忠
年
ら
が
勅
命
を
受
け
て
撰
ん
だ
行

政
細
則
書
で
す
。
そ
の
う
ち
第
九
・
第

十
の
二
巻
は
神
祇
官
の
管
轄
す
る
神

社
、
す
な
わ
ち
官
社
の
名
を
記
し
た
神

明
帳
で
す
。
官
社
は
全
国
に
二
八
六
一

所
、
三
一
三
二
座
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
岡
山
県
内
に
は
四
十
九
所
、
五
十

五
座
が
あ
り
ま
す
。

ふ
だ
ん
あ
ま
り
他
の
神
社
に
参
拝
す

る
こ
と
が
少
な
い
の
で
す
が
、
ふ
と
思

い
つ
き
県
内
式
内
社
全
社
に
参
拝
し
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
早
速
一
覧
表

を
作
り
記
憶
を
た
ど
っ
て
み
る
と
今
ま

で
に
参
拝
し
た
こ
と
の
あ
る
県
内
式
内

社
は
十
九
社
で
し
た
。
し
か
し
過
去
に

参
拝
し
た
と
い
う
だ
け
で
写

真
も
残
っ
て
お
ら
ず
、
も
う

一
度
す
べ
て
の
県
内
式
内
社

に
参
拝
、
写
真
を
撮
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
名

の
神
社
（
論
社
）
が
二
社
あ

り
、
ど
ち
ら
か
特
定
で
き
な

い
の
で
双
方
に
参
拝
し
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

参
考
に
す
る
文
献
は
「
式

内
社
調
査
報
告
」
第
二
十
二

巻
山
陽
道
（
皇
学
館
大
学
出

版
部
）
で
す
。
同
書
に
は
所

在
か
ら
地
図
、
御
祭
神
、
由

緒
等
細
か
な
デ
ー
タ
が
記
載

さ
れ
て
お
り
大
変
便
利
で

す
。
ま
た
、
地
図
は
「
県
別

マ
ッ
プ
ル
道
路
地
図
・
岡
山

鵜江神社（小田郡矢掛町西川面）

岡
山
県
内
式
内
社
巡
拝
記

岡
山
県
内
式
内
社
巡
拝
記 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
庄
八
幡
宮
宮
司

　
　
　
　
　
　
　
　
新
庄
八
幡
宮
宮
司
　
藤
山
知
之
進

　
藤
山
知
之
進 

岡
山
県
内
式
内
社
巡
拝
記 

　
　
　
　
　
　
　
　
新
庄
八
幡
宮
宮
司
　
藤
山
知
之
進 
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県
」
で
す
。
こ
の
地
図
に
は
主

要
な
神
社
が
鳥
居
マ
ー
ク
で
掲

載
し
て
あ
り
、
車
を
使
っ
て
行

く
と
き
に
便
利
で
す
。
岡
山
県

神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の

た
め
、
神
社
の
写
真
を
撮
り
に

行
く
と
き
神
社
を
探
す
の
に
重

宝
し
ま
し
た
。
も
う
一
冊
は
も

ち
ろ
ん
神
社
庁
の
神
社
関
係
者

名
簿
で
す
。
そ
の
日
に
参
拝
す

る
神
社
三
〜
五
社
の
現
在
の
住

所
を
調
べ
、
マ
ッ
プ
ル
で
確
か

め
ま
す
。
わ
か
り
に
く
い
所
は

宮
司
さ
ん
に
電
話
で
尋
ね
れ
ば

い
い
よ
う
な
も
の
で
す
が
、
あ

え
て
そ
れ
を
し
ま
せ
ん
。
地
図

と
に
ら
め
っ
こ
し
な
が
ら
、
道

を
間
違
え
な
が
ら
、
人
に
聞
き
な
が
ら

探
す
の
が
楽
し
い
の
で
す
。（
人
に
聞

く
と
き
に
若
い
人
に
聞
い
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
た
い
て
い
知
り
ま
せ
ん
。
聞
く

と
き
は
お
年
寄
り
に
聞
き
ま
し
ょ
う
。）

す
ぐ
に
目
的
の
神
社
が
見
つ
か
ら
な
い

ほ
う
が
か
え
っ
て
楽
し
い
の
で
す
。
探

し
て
、
聞
い
て
や
っ
と
た
ど
り
着
き
、

そ
こ
が
す
ば
ら
し
い
景
観
で
あ
っ
た

り
、
境
内
が
整
備
さ
れ
て
い
た
り
す
る

と
感
動
が
大
き
い
の
で
す
。
神
社
は
山

奥
や
山
の
頂
上
に
立
っ
て
い
る
場
合
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
す
ば
ら
し
い
自

然
環
境
と
裏
腹
に
、
神
社
を
維
持
し
て

い
く
宮
司
さ
ん
や
氏
子
さ
ん
の
こ
と
を

殿
に
は
す
ば
ら
し
い
彫
刻
が
な
さ
れ
て

お
り
、
境
内
も
よ
く
整
備
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
境
内
で
次
に
行
く
麻
佐
岐
神
社

を
地
図
で
確
認
し
ま
し
た
。
バ
イ
ク
は

走
り
な
が
ら
地
図
を
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
頭
の
中
に
入
れ
ま
す
。
横
田

神
社
の
東
側
に
「
は
ざ
谷
川
」
と
い
う

小
さ
な
川
が
あ
り
、
そ
の
川
沿
い
に
北

西
方
向
に
道
が
続
き
ま
す
。
そ
の
途
中

か
ら
右
に
曲
り
麻
佐
岐
神
社
へ
行
け
そ

う
な
道
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
道
が

狭
そ
う
だ
な
と
思
い
つ
つ
出
発
。
川
沿

い
に
バ
イ
ク
で
行
く
の
で
す
が
、
右
に

曲
が
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

行
き
過
ぎ
て
県
道
五
十
四
号
の
「
木
戸
」

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
間
違
え
た
、
と
引
き
返

す
の
で
す
が
や
は
り
わ
か
り
ま
せ
ん
。

近
く
で
一
輪
車
を
押
し
て
い
た
お
じ
い

さ
ん
に
尋
ね
る
と
親
切
に
そ
の
分
か
れ

道
ま
で
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ

い
さ
ん
曰
く
「
歩
い
て
な
ら
行
け
る
け

ど
、
車
や
バ
イ
ク
は
無
理
だ
よ
。」
な

る
ほ
ど
指
さ
す
道
は
背
丈
ほ
ど
あ
る
草

が
ぼ
う
ぼ
う
と
生
え
て
い
ま
す
。
が
っ

く
り
し
て
い
る
と
お
じ
い
さ
ん
は
「
杉

と
い
う
部
落
か
ら
大
野
へ
行
き
な
さ

い
。
そ
こ
か
ら
な
ら
車
で
も
行
け
る
。」

と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん

に
お
礼
を
言
い
「
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
親
切

だ
な
ー
」
と
感
謝
し
つ
つ
大
野
へ
。
道

端
に
「
麻
佐
岐
神
社
道
」
と
書
か
れ
た

五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
高
さ
の
石
柱
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
を
入
っ
て
い
く
と
三
百

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
非
舗
装
道
、
草
は
ぼ

う
ぼ
う
（
背
丈
ほ
ど
は
な
い
）
石
こ
ろ

で
ガ
タ
ガ
タ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

だ
め
だ
、
と
不
安
を
感
じ
引
き
返
し
、

他
に
道
は
な
い
か
と
探
す
の
で
す
が
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ま
た
通
り
か

か
っ
た
お
じ
い
さ
ん
に
尋
ね
ま
す
。
お

じ
い
さ
ん
は
「
間
違
い
な
い
、
車
で
も

行
け
る
よ
。」
と
簡
単
に
言
う
の
で
す
。

ほ
ん
ま
か
い
な
と
思
い
つ
つ
エ
イ
、
マ

マ
ヨ
と
ば
か
り
そ
の
非
舗
装
道
に
バ
イ

ク
を
乗
り
入
れ
ま
し
た
。
草
を
か
き
分

け
非
舗
装
道
を
ガ
タ
ガ
タ
と
走
る
こ
と

千
五
百
メ
ー
ト
ル
。
あ
り
ま
し
た
あ
り

ま
し
た
、
麻
佐
岐
神
社
。

麻
佐
岐
神
社
に
御
本
殿
は
無
く
「
磐

座
」
を
霊
代
と
し
て
い
ま
し
た
。
苔
む

考
え
る
と
複
雑
で
は
あ
り
ま
す
が
。

い
ま
ま
で
何
社
か
参
拝
し
て
き
た
内

の
一
社
、
麻
佐
岐
神
社
で
の
ハ
プ
ニ
ン

グ
参
拝
珍
道
中
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

某
月
某
日
、
日
柄
は
悪
い
が
天
気
が

良
く
、
予
定
が
何
も
な
い
の
で
出
か
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

目
的
神
社
は
鵜
江
神
社
、
横
田
神
社
、

麻
佐
岐
神
社
、
石
畳
神
社
で
す
。
地
図

で
確
か
め
る
と
麻
佐
岐
神
社
へ
の
道
が

き
び
し
そ
う
な
の
で
バ
イ
ク
で
行
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
横
田
神
社
（
総
社
市

久
代
）
は
そ
ん
な
に
探
さ
な
く
て
も
行

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近
改
修
さ

れ
た
よ
う
で
綺
麗
な
銅
板
葺
き
。
御
本

麻佐岐神社（総社市秦）

横田神社（総社市久代）



社
会
一
般
に
、
環
境
問
題
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
昨

今
、
特
に
都
市
部
・
住
宅
密
集
地

等
に
お
い
て
、
と
も
す
れ
ば
お
焚

き
上
げ
行
事
を
廃
棄
物
処
理
と
誤

解
・
同
一
視
し
、
神
社
に
対
す
る

苦
情
の
申
し
立
て
或
い
は
行
事
そ

の
も
の
の
中
止
を
要
求
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る
や
に
聞
き
及
び
ま
す
。

お
焚
き
上
げ
行
事
は
言
う
ま
で

も
な
く
信
仰
行
事
で
あ
っ
て
所
謂

「
野
焼
き
」
的
な
法
律
上
の
規
制

を
受
け
な
い
も
の
で
す
。
神
社
に

お
い
て
も
、
既
通
知
の
通
り
「
授

与
品
」
の
素
材
変
更
・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
の
分
別
徹
底
等
に
よ
り
環

境
対
策
を
講
じ
る
と
共
に
、
と
り

わ
け
鎮
座
地
周
辺
住
民
の
理
解
を

得
る
べ
く
、
氏
子
地
域
に
対
す
る

適
切
な
説
明
・
啓
蒙
活
動
を
展
開

し
て
、
お
焚
き
上
げ
行
事
に
支
障

を
生
じ
ぬ
よ
う
下
記
事
項
を
充
分

に
踏
ま
え
て
実
施
し
て
下
さ
い
。
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し
た
磐
座
を
囲
む
よ
う
に
古
い
玉
垣
が

あ
り
、
そ
の
前
に
大
き
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
拝
殿
が
建
っ
て
い
ま
す
。
山
の
奥

の
神
秘
的
な
磐
座
は
い
か
に
も
神
々
し

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
夜
は
真
っ
暗
で

怖
そ
う
で
す
。
昔
の
人
は
こ
の
よ
う
な

山
の
奥
に
よ
く
建
物
を
た
て
た
も
の
だ

と
感
心
。
周
り
は
木
が
生
い
茂
り
下
の

方
を
見
下
ろ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
さ
ぞ
す
ば
ら
し
い
景
色
が
広
が
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

参
拝
後
写
真
を
撮
り
再
び
非
舗
装
道

を
戻
り
、
大
野
か
ら
秦
に
あ
る
石
畳
神

社
を
目
指
し
ま
す
。
神
社
は
す
ぐ
に
見

つ
か
り
撮
影
す
べ
く
カ
メ
ラ
を
構
え
る

と
「
あ
れ
っ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
れ
な

い
。
非
舗
装
道
で
ガ
タ
ガ
タ
や
っ
た
か

ら
カ
メ
ラ
壊
れ
た
か
な
ー
」
と
が
っ
く

り
。
撮
影
は
あ
き
ら
め
、
参
拝
だ
け
し

て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

次
号
へ
続
く

お
焚
き
上
げ
行
事
の
実
施
に
あ
た
っ

て
配
慮
す
べ
き
事
項

①
行
事
本
来
の
趣
旨
の
周
知
徹
底

と
ん
ど
焼
等
お
焚
き
上
げ
行
事

の
信
仰
的
意
義
に
基
づ
き
、
神
符

守
札
や
正
月
飾
り
以
外
の
お
焚
き

上
げ
に
相
応
し
く
な
い
も
の
を
持

ち
込
ま
な
い
よ
う
、
行
事
参
加
者

に
対
し
事
前
に
周
知
、
指
導
す
る
。

②
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
の
徹
底

お
焚
き
上
げ
さ
れ
る
神
符
守
札

や
正
月
飾
り
等
か
ら
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
発
生
源
と
な
る
塩
化
ビ
ニ
ー

ル
（
御
守
り
の
ビ
ニ
ー
ル
パ
ッ
ケ

ー
ジ
、
吸
盤
）
を
は
じ
め
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
の
分
別
を
徹
底
す
る
。

③
神
符
守
札
等
授
与
品
の
素
材
か
ら

の
配
慮

神
符
守
札
を
は
じ
め
神
社
の
授

与
品
は
、
自
然
素
材
・
安
全
素
材

で
縫
製
す
る
よ
う
に
つ
と
め
る
。

行
事
参
加
者
に
周
知
す
る
為
の
方
法

①
地
域
の
情
報
媒
体
の
活
用

党
内
の
掲
示
板
や
回
覧
板
、
或

い
は
地
域
の
ミ
ニ
コ
ミ
誌
等
に
、

と
ん
ど
焼
等
の
お
焚
き
上
げ
行
事

の
主
旨
並
び
に
参
加
に
際
し
て
の

注
意
事
項
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

た
だ
く
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
新

聞
・
ラ
ジ
オ
な
ど
地
元
の
報
道
機

関
を
通
し
て
、
地
域
の
人
々
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
る
。

②
社
頭
で
の
働
き
か
け

社
頭
の
掲
示
板
、
案
内
板
に
行

事
の
主
旨
と
注
意
事
項
を
明
記
す

る
と
と
も
に
、
総
代
や
氏
子
青
年

の
助
成
を
得
て
、
参
拝
者
に
対
し

主
旨
の
理
解
と
分
別
の
協
力
を
呼

び
か
け
る
。

そ
の
他

①
近
隣
に
住
宅
な
ど
が
密
集
し
て
い

る
場
合
な
ど
に
お
い
て
は
、
行
事

に
つ
い
て
の
理
解
を
い
た
だ
く
よ

う
つ
と
め
る
。

②
分
別
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
、

各
家
庭
で
処
理
願
う
の
が
望
ま
し

い
と
思
わ
れ
る
が
、
神
社
で
回
収

し
処
理
す
る
場
合
は
、
神
事
を
経

た
上
で
、
該
当
地
域
の
廃
棄
物
処

理
方
法
に
則
っ
て
処
分
す
る
の
も

や
む
を
得
な
い
。

③
藁
、
木
、
竹
、
和
紙
な
ど
の
自
然

素
材
な
ど
を
用
い
て
、
伝
統
的
な

方
法
で
行
っ
て
い
る
行
事
に
つ
い

て
は
問
題
な
い
。
一
部
に
行
事
の

中
止
な
ど
行
き
過
ぎ
た
反
応
も
見

受
け
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
点
に
つ

い
て
も
注
意
す
る
。

3
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平成１５年１月１日 第94号 （14）岡 山 県 神 社 庁 庁 報

◎
設
立
神
社

十
一
月
二
十
二
日

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成

吉
備
大
臣
宮

（
神
社
設
立
及
び
被
包
括
関
係
設
定
）

◎
規
則
変
更

十
一
月
二
十
二
日

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成

八
幡
神
社

（
境
内
神
社
廃
止
）

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成

吉
備
大
臣
宮

（
設
立
に
伴
い
規
則
承
認
）

久
米
郡
中
央
町

境
神
社

（
第
二
十
六
条
中
会
計
年
度
変
更
）

玉
野
市
山
田

水
守
神
社

（
第
七
条
中
責
任
役
員
定
数
変
更
）

◎
主
要
建
物
改
築
及
び
模
様
替
え

七
月
九
日

真
庭
郡
落
合
町
鹿
田

八
幡
神
社

（
本
殿
改
築
）

九
月
六
日

御
津
郡
御
津
町
河
内

徳
藏
神
社

（
本
殿
修
理
）

十
一
月
二
十
六
日

高
梁
市
巨
瀬
町

岩
山
神
社

（
本
殿
屋
根
模
様
替
え
）

阿
哲
郡
神
郷
町
油
野

山
神
社

（
拝
殿
改
築
）

◎
財
産
処
分

七
月
九
日

真
庭
郡
落
合
町
鹿
田

八
幡
神
社

（
本
殿
改
築
用
材
と
し
て
立
木
伐
採
）

新
見
市
法
曽

法
�
神
社

（
市
道
拡
幅
工
事
に
伴
い
境
内
地
無
償

贈
与
）

七
月
二
十
四
日

真
庭
郡
美
甘
村

美
甘
神
社

（
貸
付
相
手
に
境
外
地
売
却
）

七
月
三
十
日

津
山
市
金
井

大
�
神
社

（
道
路
拡
幅
工
事
に
伴
い
境
外
地
売
却
）

八
月
二
十
七
日

浅
口
郡
船
穂
町

川
添
神
社

（
貸
付
相
手
に
境
外
地
売
却
）

九
月
六
日

赤
磐
郡
瀬
戸
町
弓
削

八
幡
宮

（
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
の
為
境
内
地
及

び
境
外
地
売
却
）

十
一
月
十
九
日

岡
山
市
下
牧

松
尾
神
社

（
県
道
拡
幅
工
事
に
伴
い
境
内
地
売
却
）

十
一
月
二
十
二
日

小
田
郡
矢
掛
町
東
三
成

八
幡
神
社

（
神
社
設
立
に
伴
い
境
内
地
及
び
境
外

地
無
償
贈
与
）

十
一
月
二
十
六
日

赤
磐
郡
吉
井
町
是
里

宗
形
神
社

（
町
道
拡
幅
工
事
に
伴
い
境
外
地
売
却
）

承
認
さ
れ
た
神
社

自
　
平
成
十
四
年
七
月
一
日

至
　
平
成
十
四
年
十
一
月
三
十
日

◎
明
階

【
無
試
験
検
定
】

八
月
十
日

日
幡
　
行
雄

九
月
十
八
日

牧
　
　
宗
司

◎
正
階

【
無
試
験
検
定
】

六
月
一
日

川
上
　
　
操

七
月
十
日

久
山
信
太
郎

◎
権
正
階

【
無
試
験
検
定
】

五
月
二
十
日

�
�
須
　
謙
二

七
月
十
日

江
見
　
明
修

◎
直
階

【
無
試
験
検
定
】

九
月
一
日

藤
本
　
美
希

小
篠
　
俊
士

四
月
二
十
五
日

牛
窓
神
社
宮
司

岡
崎
　
義
弘

木
山
神
社
宮
司

岡
本
荘
一
郎

神
職
身
分
二
級
と
す
る

七
月
十
五
日

箸
藏
神
社
宮
司

原
　
　
貴
保

神
職
身
分
二
級
と
す
る

九
月
十
日

足
高
神
社
宮
司

井
上
　
亮
二

森
原
神
社
宮
司

平
島
　
勝
彦

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

十
月
十
五
日

岡
山
縣
護
國
神
社
禰
宜

河
野
　
　
薫

加
茂
神
社
宮
司

松
岡
　
崇
博

中
山
神
社
禰
宜

湯
浅
　
敬
弘

艮
神
社
宮
司

川
上
　
　
操

八
幡
神
社
宮
司

田
本
　
景
道

諏
訪
神
社
宮
司

出
雲
井
和
夫

神
職
身
分
二
級
と
す
る

七
月
一
日

八
幡
神
社
禰
宜

小
笠
原
宗
壽

岡
山
県
神
社
庁
駐
在
教
誨
師
を
委
嘱
す
る

階
位
授
与

本
庁
辞
令

教
誨
師
委
嘱

一
日

月
次
祭

三
日

雅
楽
練
習
会

四
日

祭
祀
委
研
究
会

四
役
会

九
日

教
化
委
広
報
部
会

十
一
日

青
少
年
対
策
委
常
任
委
員
会

庁
務
日
誌
抄

自
　
平
成
十
四
年
七
月
一
日

至
　
平
成
十
四
年
十
一
月
三
十
日

七
月



（15） 第94号 平成１５年１月１日岡 山 県 神 社 庁 庁 報

十
六
日

庁
舎
建
設
懇
談
会

役
員
会

庁
舎
建
設
募
金
部
正
副
部

長
会
日
本
会
議
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
来
岡

十
九
日

二
級
伝
達
式

二
十
二
日

支
部
長
会

教
化
委
員
会

二
十
三
日

庁
舎
建
設
奉
賛
会
総
会

一
日

月
次
祭

総
代
会
監
査
会

五
日

神
政
連
監
査
会

七
日

祭
祀
委
研
究
会

雅
楽
練
習
会

十
二
日

庁
舎
建
設
委
員
会

顧
問
参
与
会

神
政
連
代
議
員
会

（
い
さ
お
会
館
）

十
三
日

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り
打
合
会

二
十
日

伊
勢
神
宮
崇
敬
会
県
本
部

評
議
員
会

（
県
護
國
神
社
研
修
所
）

二
十
一
〜
二
十
三
日
　
こ
ど
も
伊
勢
ま

い
り

二
十
二
日
　
県
教
神
協
総
会
（
賀
陽
町
）

二
十
七
日
　
中
国
地
区
中
堅
神
職
研
修

会
新
規
程
打
合
会

（
ま
き
び
会
館
）

二
日

月
次
祭

四
日

総
代
会
役
員
会

雅
楽
練
習
会

五
日

こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り
反
省
会

祭
祀
委
研
究
会

六
日

女
子
神
職
会
役
員
会

九
日

総
代
会
評
議
員
会

（
い
さ
お
会
館
）

身
分
銓
衝
委
員
会

庁
舎
建
設
委
員
会

十
一
日

祭
祀
委
員
会

十
二
日

大
麻
頒
布
常
任
委
員
会

十
九
日

敬
神
婦
人
会
役
員
会

二
十
日

女
子
神
職
会

二
十
五
〜
二
十
七
日
　
中
国
地
区
神
社

庁
職
員
研
修
会
（
津
山
）

一
日

月
次
祭

七
日

二
級
上
伝
達
式

九
日

雅
楽
練
習
会

九
〜
十
日

全
国
神
社
総
代
会
大
会

（
水
戸
市
）

十
六
日

新
庁
舎
工
事
請
負
契
約

二
十
一
日

庁
舎
募
金
部
会
正
副
部
長
会

二
十
五
日

役
員
会

二
十
九
日

神
宮
大
麻
暦
頒
布
始
奉
告
祭

（
い
さ
お
会
館
）

庁
舎
建
設
委
員
会

三
十
一
日

神
社
庁
研
修
所
講
師
会

一
日

月
次
祭

五
日

祭
祀
委
研
究
会

七
日

雅
楽
練
習
会

教
化
委
広
報
部
会

八
日

女
子
神
職
会
役
員
会

十
三
日

二
級
伝
達
式

十
八
日

神
宮
団
体
参
拝
打
合
会

十
九
日

神
社
庁
会
計
監
査

女
子
神
職
会
二
十
周
年
記

念
大
会

二
十
一
日

役
員
会

神
宮
崇
敬
会
県
本
部
役
員
会

二
十
六
日

役
員
会

祭
祀
委
常
任
委
員
会

二
十
七
〜
二
十
九
日
　
神
宮
新
穀
感
謝

祭
団
体
参
拝

八
月

九
月

十
月

十
一
月

就
任
発
令
の
部 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

岩
倉
山
神
社
 

山

神

社

 

八
代
神
社
 

深
田
神
社
 

吉
備
津
岡
辛
木
神
社
 

岩
間
神
社
 

當
麻
神
社
 

春
日
神
社
 

八

幡

宮

 

春
日
神
社
 

石
門
別
神
社
 

�
藏
神
社
 

淀
子
神
社
 

松
尾
神
社
 

八

幡

宮

 

八

幡

宮

 

河
�
神
社
 

14
・
7
・
1 

14
・
7
・
1 

14
・
7
・
1 

14
・
7
・
11 

14
・
7
・
11 

14
・
7
・
11 

14
・
7
・
11 

14
・
8
・
1 

14
・
8
・
1 

14
・
8
・
1 

14
・
8
・
6 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
禰
宜
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

三
宅
　
　
眞
 

三
宅
　
　
眞
 

西
井
　
義
和
 

岡
本
　
　
昇
 

岡
本
　
　
昇
 

岡
本
　
　
昇
 

岡
本
　
　
昇
 

那
須
　
正
寛
 

那
須
　
正
寛
 

那
須
　
正
寛
 

�
須
　
謙
二
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

井
原
市
岩
倉
町
 

後
月
郡
芳
井
町
大
字
片
塚
 

阿
哲
郡
大
佐
町
大
字
永
富
 

岡
山
市
今
谷
 

岡
山
市
海
吉
 

岡
山
市
米
田
 

岡
山
市
米
田
 

和
気
郡
日
生
町
大
字
日
生
 

和
気
郡
日
生
町
大
字
日
生
 

和
気
郡
日
生
町
大
字
大
多
府
 

岡
山
市
大
供
表
町
 

御
津
郡
御
津
町
大
字
河
内
 

岡
山
市
中
牧
 

岡
山
市
下
牧
 

御
津
郡
御
津
町
大
字
宇
垣
 

御
津
郡
御
津
町
大
字
宇
垣
 

御
津
郡
御
津
町
大
字
草
生
 

神

職

任

免

 



月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

月
　
日 

神
社
名 

本
兼
務
職 

氏
　
名 

鎮
　
座
　
地 

退
任
発
令
の
部 

月
　
日 

神
社
名 

職
名 

氏
　
名 

享
年 

身
　
分 

鎮
　
座
　
地 

熊
野
神
社
 

八

幡

宮

 

古
森
神
社
 

�
名
井
神
社
 

正
八
幡
宮
 

素
盞
鳴
神
社
 

美
甘
神
社
 

延
風
神
社
 

土
居
神
社
 

江
見
神
社
 

八

幡

宮

 

疫

神

社

 

八

幡

宮

 

石
門
別
神
社
 

八

幡

宮

 

田

神

社

 

田

神

社

 

　
野
神
社
 

吉
原
神
社
 

荒

神

社

 

正
八
幡
宮
 

楢
村
布
勢
神
社
 

八
幡
神
社
 

八
幡
神
社
 

角
南
神
社
 

竹
田
神
社
 

大
滝
神
社
 

国
貞
神
社
 

天

神

社

 

八
幡
神
社
 

吉
備
大
臣
宮
 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
20
 

14
・
8
・
20 

14
・
8
・
25 

14
・
8
・
25 

14
・
9
・
6 

14
・
9
・
10 

14
・
9
・
10 

14
・
9
・
10 

14
・
9
・
10 

14
・
9
・
24 

14
・
10
・
31 

14
・
10
・
31 

14
・
10
・
31 

14
・
10
・
31 

14
・
10
・
31 

14
・
10
・
31 

14
・
10
・
31 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
6 

14
・
11
・
22
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

本
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

兼
　
宮
司
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

江
見
　
明
修
 

黒
田
　
幸
衛
 

黒
田
　
幸
衛
 

沖
田
　
明
彦
 

沖
田
　
明
彦

江
見
　
明
修
 

�
須
　
謙
二
 

�
須
　
謙
二
 

�
須
　
謙
二
 

�
須
　
謙
二
 

神
尾
　
和
明
 

神
尾
　
和
明
 

神
尾
　
和
明
 

神
尾
　
和
明
 

萩
野
　
昭
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◆
神
社
庁
舎
建
設
の
第
一
歩
と
し

て
十
二
月
七
日
に
起
工
式
が
行

わ
れ
、愈
新
庁
舎
完
成
が
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
。
今
年
平
成
十
五

年
秋
に
は
竣
工
の
運
び
と
な
る
が
、

今
年
が
そ
の
正
念
場
で
あ
る
。
神

社
関
係
者
一
丸
と
な
っ
て
内
外
共

に
充
実
し
た
神
道
の
発
信
基
地
と

な
る
よ
う
協
力
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

広
報
部
長

編
集
後
記

神社庁閉庁のお知らせ
12月27日（金）
「御用納め」

d

新年1月6日（月）
「御用始め」
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